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UPMキュンメネ・ジャパン株式会社

1



|  © UPM

変革期を共に挑む
UPMは、バイオマテリアルを基盤に成
長し続けています。

常に刺激的で未来志向の大胆なスロー
ガンを掲げ、化石燃料に頼らない未来
を創造することを目指しています。

当社は、日常生活で使われる化石由来
の素材に代わる再生可能な代替品を提
供します。 UPMの製品によってお客

様や消費者は、より持続可能な製品を
選ぶことができます。
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UPMの概要
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木質基盤の
原材料

CO2排出量の削減

11,000
お客様

180万
グローバルエンドユーザー

55か所
生産拠点

16,600
４３か国
従業員

UPMの事業

:

再生・再利用可能な製品用途

UPMfファイバー

UPM エネルギー

UPM ラフラタック

UPM スペシャルティーペーパー

UPM コミュニケーションペーパー

​UPM 合板

UPM 燃料

パッケージ

ラベル

交通機関

高熱エネルギー

建設

コミュニケーション

ペーパー

ティッシュ・衛生用品

製造

バイオプラスティック

バイオメディカル
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58%
欧州

総売上 EUR

22%
アジア

14%
北米

6%
その他

105 億ユーロ

2023年度エリア別売上
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UPMのビジネス

UPM パルプ
様々な最終用途に
対応する汎用性の
高いパルプ

UPM ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾍﾟｰﾊﾟｰ
幅広い用途に使われる
雑誌、新聞用紙、上質紙

UPM 木材
建具、包装、家具、
建築用途の認証材

UPM エネルギー
水力・原子力・火力発電
のゼロエミッション化

UPM フォレスト
持続可能でリサイクル
可能な製品のための
木材原料の調達

UPM ｽﾍﾟｼｬﾙﾃｨｰｰﾍﾟｰﾊﾟｰ
ラベル素材、剥離原紙、
軟包材、オフィス用紙、
印刷用紙

UPM ラフラタック
ラベル素材および
消費者向け製品に
使われる情報ラベル
とリムーバル式 粘
着ラベル原反

UPM 合板
建設、車両床材、
LNG 造船用の合板
およびベニヤ製品

UPM バイオ燃料
木材ベースの再生可能
ディーゼルとナフサ

UPM バイオメディカル
医療・ライフサイエンス
分野向け木質系バイオ
メディカル製品

UPM バイオケミカル
木材由来のグリコール、
リグニン製品、再生可
能な機能性フィラー

UPM 複合材
複合デッキ材と木材
ベースのバイオ複合材
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世界的なメガトレンドが需要をけん引

世界的なメガトレンド

需要を生み出す力

UPMの持続可能なソリューション

中産階級の増加 資源の枯渇 気候変動

生活水準の向上 消費者行動の変化 デジダル化とEコマース 都市化 規則の強化

再生可能な原材料 低炭素エネルギー 循環経済 気候変動に対応した森林CC２排出削減
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世界が必要としているもの

UPMのソリューション:

日常生活に欠かせない持続可能な製品

• 衛生材・ティッシュペーパー用繊維
• 安全な食品包装材
• 情報ラベルとeコマース向け持続可能

な包装材
• コミュニケーション用印刷用紙
• 医療用材料

化石原料の代替

• 繊維、PETボトル、パッケージ、化粧品、
医薬品など、さまざまな消費財の素材

• 化石由来プラスチックからの置き換え
• 再生可能な建材 
• 炭素を蓄える建物

低排出エネルギーと燃料

• CO2フリー電力 
• 再生可能エネルギー
• 信頼性の高い、調整可能なエネルギー 
• 交通機関の脱炭素化
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企業活動が環境・社会・経済にもたらすインパクト

気候変動対策

• 森林はCO2を吸収し、
地球温暖化の防止に
貢献

• 2030年までに自社の
CO2排出量を65％、
サプライチェーンの
CO2排出量を30％削
減目標

• 従来の化石由来の製
品の代替

生物多様性の向上

• 1998年に設立された
世界的な生物多様性
プログラム

• 環境保護対策の強化
と生物多様性

• グローバルフォレスト
アクションプログラム -
2030年まで実施

• 2016年から続く水流
プログラム

循環型バイオエコノミー
の推進

• 残留物、および回収
された材料から作ら
れた製品

• 製品設計コンセプトに
統合されたリサイクル
性

• 資源の効率的利用
• 原材料・養分・水の循

環利用

地域社会の活性化

• 地域社会における企
業の社会的責任

• 情報開示と透明性
• 多様性と包括性
• Biofore Share and 

Care プログラム

持続可能な選択を可能に

• 再生・再利用可能な
原材料

• 責任あるサプライ
チェーン

• 持続可能な製品設計
コンセプト

• エコラベル製品
• 製品ライフサイクルに

おける責任
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Biofore 戦略

バイオ素材を活かして、フロン
トランナーとしての変革を推進
します。

私たちは、お客様や消費者がよ
り持続可能な選択をすることを
可能にすることで、持続可能な
成長を目指します。

優れた実績、イノベーション、
そして世界をリードする責任感
が、私たちの礎です。UPMは、
化石燃料に頼らない未来を創造
します。

成長
• 目がトレンドに対応し、変化す

るお客様のニーズに応える
• あらなた市場を創造し、サステ

ナブルな選択を可能にする

イノベーション
• 新しいビジネスと競争優位

性の創出
• 化石燃料からバイオ

原材料への置き換え

実績
• 継続的改善
• 迅速な運営モデル
• シナジー効果

社会的責任
• 再生可能で持続可能な

ソリューション
• 責任あるオペレーションと

バリューチェーン

相互信頼 チームワーク 進取の気性

価値創造

ポートフォリオ

持続可能な再生可能な原材料
への戦略的アクセス

強固かつ長期的な基盤を持った事業開発
と障壁の高いビジネスへの参入

効果的な資本配分

UPMの目的: 
化石燃料に頼らない未来を創造する
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主要業績評価指標 2023
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売上 2023
EUR

10.5bn
-11%

高配当

Dividend (proposal), EUR

800m
+0%

強固なバランスシート

EUR

2,432m
Net debt/EBITDA ratio 

1.55

実績

EBIT, EUR

1,013m
-52%

投資戦略

EUR

1,122m
-28%

投資の費用対効果

実績

ROE

6.2%
-7.8pp

キャッシュ・ファンド

EUR

3.6bn

キャッシュ・フロー

EUR

2,269m
+ EUR 1,761m
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企業の社会的責任
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成長の加速

当社の変革は集中的な段階にあり、
2024年末までに総額42億ユーロの成
長投資を完了させる予定です。
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成長戦力における重点分野

包装材 ファイバー バイオ素材

ラベル素材 特殊紙 森林管理 パルプ バイオ燃料 バイオケミカル

エネルギー合板コミュニケーションペーパー

バイオメディカルバイオ複合材
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Presenter
Presentation Notes
THE KEY FACTORS the spearheads have in common are significant growth potential and UPM's competitive advantage based on deep knowhow and high barrier to entry. 

Specialty packaging materials – focused growth projects and innovation
Global consumer megatrends are driving demand for sustainable and safe, labelling and packaging solutions. UPM grows in the attractive specialty paper and self-adhesive label materials segments, expanding its current production units and customer reach, and continuously developing its product portfolio. UPM’s strong position and innovations in these technically demanding and fast-growing niche segments of the packaging value chain continue to provide attractive growth opportunities.

Fibres – transformative growth prospect in Uruguay
Demand growth for market pulp is supported by global consumer megatrends and the need to find more sustainable alternatives in many end uses for fossil-based materials. The requirements for competitive greenfield pulp operations are difficult to meet and provide a sustainable competitive advantage. Over the past years, UPM Pulp has thrived through focused growth projects, increasing production capacity of its existing pulp mills by more than 500,000 tonnes. 

UPM made an investment decision on July 2019  of building a new world-class pulp mill in Uruguay. The pulp mill would have an annual capacity of approximately 2 million tonnes of eucalyptus market pulp.  The value of the investment is USD 3.47 billion. The mill started up in April 2023.  

Molecular bioproducts – transformative new businesses
For years, UPM has been developing technologies to produce sustainable drop-in alternatives for fossil fuels and fossil-based chemicals. New large value creation opportunities may open by decarbonising traffic and providing consumers with more sustainable products.

UPM Biofuels has successfully entered the market with its renewable diesel and naphtha UPM BioVerno. UPM Lappeenranta Biorefinery has proven its proprietary technology, product quality and sustainability, and has achieved commercial success. UPM is constructing a biorefinery to Leuna, Germany. It will produce wood-based biochemicals.

UPM is investing also in UPM Plywood and UPM Energy, while maintaining consistently strong cash flow and earnings in UPM Communication Papers



|  © UPM16

モンテビデオのパルプ工場と
深海港ターミナル 地域の住民
に雇用などの機会の提供

UPM パソ・デ・ロス・トロス 
- 世界最高水準のパルプ工場

年間210万トンのユーカ
リパルプ の生産能力

2023年４月操業開始

ティッシュペーパー、特殊
紙、包装紙などに使用さ
れるパルプ

ウルグアイ工場へ34.7億ドルを投資

16 |  © UPM
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木質バイオケミカルの
新規事業

工業生産規模の精製産物

年間生産能力220,000トン 2024年中に操業開始予定

さまざまな消費者向け
製品の化石原材料の代替品

ドイツ・ロイナに11億8000万ユーロの投資
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バイオ燃料戦略

商業生産規模のバイオ燃料バ
イオリファイナリーの可能性

サステイナブルジェット
燃料を含む再生可能燃
料を50万トン生産

オランダ・ロッテルダムに
おける投資の可能。

道路輸送と航空輸送におけ
る二酸化炭素排出量を大幅
に削減

次世代バイオリファイナリー
の基本設計フェーズ
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オルキルオト 3 により、UPM エナジーのカーボンフリー
発電量が 50% 近く増加

• 電化社会を支える脱二酸化炭素の信頼できるベースロード（安定供給）エネルギー

• 使用済み燃料の最終処分のためのユニークで安全なソリューション

• フィンランドの電力自給率が大幅に向上、カーボンニュートラルな発電量が約90%

1919 |  © UPM



石油に頼らない未来へのイノベーション
気候変動に配慮した製品を作り出し
それを成長ビジネスにつなげます
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森林バイオマスプロセスの専門知識と
確固たる地位

再生・再利用可能な環境に配慮した原材料と製品

サーキュラーエコノミーの概念、資源の効率化、
持続可能な製品設計コンセプト

バイオエコノミーにおける革新と新技術

重要かつ強固な特許ポートフォリオ

幅広いパートナーネットワークとの地域創生

21

—
300
グローバルに
おける研究者数

—
538
百万ユーロ
２０２3年の研究開発費

—
1,700
グローバルに
おける商標数

—
3,600
特許出願数

成長ポートフォリオ
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• UPMの製品開発

– 2030年に向けた責任目標

– 国連の持続可能な開発目標（SDGs）に貢献

• 持続可能な製品設計コンセプトは、製品ライ
フサイクル全体およびそのあとのの価値創造
を保証

• LCA および実験分析手法 (生分解性やリサイ
クルテストなど) を使用してデータを検証

持続可能性と循環経済は
当社のイノベーションの中核です

持続可能な製品設計の活用
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輸送および石油化学産業向け
の再生可能で持続可能な製品

UPMのイノベーションは、幅広い製品分野に及ん
でおり、再生可能な弊社のソリューションは、ビジ
ネスを良い方向に変える力を兼ね備えています

化石由来の原材料からの
置き換え

医療およびライフサイエ
ンス用途向けの木質バイ
オメディカル製品

化石由来の原材料から
の置き換え

気候変動に配慮した製品
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私UPMは、繊維、不織布、衛生製品、ラベル、軟包材などにおいて、

化石代替品を再生可能なソリューションに置き換える、再生可能な木質
繊維ベースの素材を活用する新しい方法を模索しています。

また、グリーン水素や生物由来の CO2 によってもたらされるビジネス
チャンスにも注目しています。

今後の展開
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常にその先を考える人材

• フィンランド、ドイツ、中国にあるBiofore Baseの研究
開発センター

- 研究開発、試験運用、分析に重点を置く

- バイオベース新製品開発と市場投入を加速

- 顧客、バリューチェーンパートナー、大学や

その他研究機関とのシームレスなコラボレーション

• 世界各地にあるUPMの事業別研究センターでは、 

- ビジネスの成長、パフォーマンス

- 現地に根ざした専門的な知識の提供

2525
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企業の社会的責任

責任ある企業として、そして再生可能
で持続可能なソリューションを通じて、
社会に価値を創造することは当社の戦
略の不可欠な部分です

26 |  © UPM
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気候変動問題へのコミットメント

排出抑制の行動指針

-自社のCO2排出量を65%削減
-サプライチェーンCO2排出量を

30%削減

製品を通じた環境貢献

新製品の技術革新

すべての製品の気候への影響を
科学的に検証

森林の有効活用

温暖化に配慮した森林管理と生物多様性の
保全

27 |  © UPM
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UPMの事業、製品、ソリューションを通じて負の影響が
大きい分野で私たちが建設的に貢献できる目標

TARGETS
2030

UPMのBiofore戦略と国連SDGs

28 |  © UPM
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企業責任と行動

• 企業の社会的責任

• 行動規範に基づいた
経営管理

• 信頼性の高い積極的な
情報開示と経営の透明性

コンプライアンス

• 資源の有効かつ用とサーキュ
ラーエコノミーの実践

• 気候変動の抑制
• 責任ある水資源の活用
• 持続可能な森林と陸地の保全
• 生物多様性の保全
• 人権の尊重
• 責任あるサプライチェーン
• サプライチェーンの透明性

責任のある運営と
バリューチェーン

• 再生可能・生分解可能な原材
料を使った再利用可能な製品

• プロダクトスチュワードシップ
• 透明性のある製品と情報開示

持続可能な製品

• 安全で働きやすい職場環境
• 価値観に基づいたリーダー

シップ
• 多様性と包含性
• 高いパフォーマンスと従業員

の育成
• ステークホルダーとの積極的

な対話
• ローカルでの取り組み

価値観に基づいた  
リーダーシップ
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森林の成長を促進

第三者機関によ
る 100%トレーサ
ビリティー可能な

CoC

森林
生物多様性の

保全

熱帯雨林の木は
使用しない

FSC®および
PEFC認証による
持続可能性の保証

100%
持続可能な森林
からの原材料

1分間に100本を
植林

1年間に5000万本
を植林

=

1分間に
100 本を植林

30 |  © UPM
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CLIMATE BIODIVERSITY SOILWATER
SOCIAL 

CONTRIBUTION

UPM Forest Action プログラムは総合的な視野を持ち、
責任ある林業の 5 つの基本を遵守しています

Presenter
Presentation Notes
Five key aspects of responsible forest management
The new UPM Forest Action programme covers all the key factors of sustainable forestry:  climate, biodiversity, soil and water as well as the social contribution. In the past, UPM's forest sustainability targets have included maintaining forests as carbon sinks, net positive biodiversity in our own forests in Finland and using 100% certified wood. In our Forest Action Programme, we are taking an even more comprehensive approach to the responsible use of forests.

Climate: keeping forests as carbon sinks. We reduce emissions from our operations, preserve forests as carbon sinks and help forests adapt to climate change. 

Biodiversity: increasing forest biodiversity. We increase biodiversity through forest conservation, nature management of commercial forests and tree plantations, as well as biodiversity projects.

Soil: securing healthy soils. We safeguard soil productivity, prevent harmful substances from affecting the soil and prevent soil erosion.

Water: minimising the impact on water. We minimise impacts on surface and groundwater and protect aquatic habitats.

Social contribution: ensuring a sustainable supply chain and creating value and opportunities.  We ensure our sustainable operations in the supply chain, we work with local communities and contribute to the society around us.

Through these five aspects, we will ensure and strategically develop sustainability throughout our forestry and wood sourcing activities. Although the challenges and needs of the company's four wood sourcing regions - North Europe, Central Europe, Uruguay and the United States - are different, they are committed to the five sustainability fundamentals and the targets on the road towards 2030.
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環境 社会 企業統治

新しい持続可能なサプライチェーン プログラム

将来性

リスクの軽減

コンプライアンス

ESG 課題

戦略的課題

化石燃料に頼らない未来の創造

気候変動対策 生物多様性 自然資源と
循環性

労働と人権 健康と安全 ビジネス倫理と
価値観

資産の責任ある
使用

サプライチェーンにおける持続可能性リスクの特定、評価、軽減

パートナー間において信頼できるサステナビリティ情報を透明に共有する

サプライチェーンにおける適用される規制と UPM コンプライアンスの遵守

気候変動の緩和 生物多様性の保護 責任ある資源の
使用

適正な労働 安全衛生の確保 倫理的な行動と
文化

資産の責任ある
使用と管理

Presenter
Presentation Notes
Sustainable supply chain programme
For the first time in 2023, our responsible sourcing practices and priorities were formulated into a cohesive, over-arching sustainable supply chain programme. Each element entails clear instructions regarding the relevant sourcing  and supply chain management practices and implications at UPM, as well as tangible guidance, requirements and expectations for UPM’s suppliers. Effective implementation is managed and tracked through our 2030 responsibility targets and performance indicators. 

COMPLIANCE
We are committed to responsible sourcing practices, as per our Code of Conduct. The minimum requirements for suppliers are defined in the UPM Supplier and Third-Party Code.

RISK MITIGATION
We identify our suppliers with the greatest business relevance and supply chains with a high risk of potential negative environmental and social impacts.

AMBITION
We seize sustainability-related opportunities to create business value through supplier development and collaboration. Our sourcing ambitions focus on selected environmental, social and governance topics (above). We use shared development and innovation projects with our suppliers and different sustainability initiatives.
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人間を重視し、人権を尊重する

サプライヤーと請負業者従業員 コミュニティー

TARGETS
2030
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人と社会のために価値を創造 1/2

• 継続的な専門能力開発
• 迅速な目標設定と実行
• 成長の機会を奨励
• 学習意欲を引き出す
• 従業員エクスペリエンスの強化

• すべての従業員に公正、公平、
競争力のある報酬を確保

• 従業員の給与が少なくとも現地
の生活賃金を満たしていること
を保証

• 従業員の男女平等賃金の確保

• 価値観に基づいたリーダーシッ
プで能力を引き出す

• リーダーシップ能力の開発

• 従業員エンゲージメント
（チームのつながりとやる気）

• 常に高みを目指すマインド設定

継続的な学習と発展 責任あるリーダーシップ 公正な報酬
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人と社会のために価値を創造 2/2

• 組織文化と職場の発展
• 従業員の帰属意識の重視

• 専門職および管理職における女
性比率の向上（2030年までに
40％を目指す）

• リーダーシップと意思決定能力
の開発

• 多様性と包括性
• 多国籍チーム

• 地元へのコミットメントと地域
社会へのプラスの影響の確保

• ステークホルダーとの積極的な
対話

• バイオフォア・シェア＆ケア・
プログラム

• 従業員、請負業者、そして事業
所近隣の地域社会の安全と健康
の確保

• 安全文化の強化
• プロセスの安全性を重視
• 事故ゼロの取り組み

• 従業員のワークライフバランス
重視

多様性と包括性 安全で健康的な労働環境 地域社会への貢献
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TARGETS
2030

寄付、スポンサーシップ、従業員のボ
ランティア活動を通じたコミュニティ

との関わり
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地域社会のつながりと活性化

• 経済の繁栄：雇用と納税

• 地域社会とのかかわり

• 信頼関係のあるサプライヤーパートナーシップ

• 環境保護対策の強化と生物多様性

• Biofore Share and Care: スポンサーシップと
従業員のボランティア活動

37 |  © UPM
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BEYONDFOSSILS
石燃料に頼らない未来へ

UPMGlobal UPM – The Biofore
Company

upmworld UPMGlobalUPMGlobal

38 |  © UPM
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UPM パルプ UPM 木材 UPM エネルギーUPM フォレスト

UPM ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾍﾟｰﾊﾟｰUPM ｽﾍﾟｼｬﾙﾃｨﾍﾟｰﾊﾟｰUPM ラフラタック UPM 合板

UPMのビジネス

UPM バイオ燃料 UPM バイオメディカルUPM バイオケミカル UPM 複合材



|  © UPM

UPM FIBRES – UPM PULP

ファイバーから広がる未来

• 最も用途の広いパルプグレード：
北欧の針葉樹と白樺、ウルグアイの
ユーカリ

• フィンランドとウルグアイにある４つ
の近代的で効率的なパルプ工場

• パルプ需要は長期的なメガトレンドに
基づいている

• 業界をリードする森林管理と持続可能
なユーカリ植林

• 衛生用品：おむつ、ウエット
ティッシュ

• 再利用可能な包装素材：

• 段ボール、包装紙、ラベル

• 特殊紙

• 印刷用紙、筆記洋紙

製品と用途

41 |  © UPM
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UPM FIBRES – UPM TIMBER

製品基準の設定

• 持続可能な炭素結合原料は、業界で最も
CO2排出量の低い高品質な木材製品に生ま
れ変わります

• PEFCおよびFSC™認証の高品質製材で、
さまざまな最終用途に使用可能

• 最新の生産基準に適合したフィンランドに
ある4つの効率的な製材工場

• UPMの製材工場は再生可能エネルギーのみ
で稼働

• グローバルに拡がる販売・物流ネット
ワーク

• 顧客との長期的パートナーシップ

• 1,500 を超える厳格な製品基準と

特殊木材製品

• 建設

• 平削り加工

• 建具

• 包装

製品と用途

42 |  © UPM



|  © UPM

UPM FIBRES – UPM FOREST

競争力のある木材調達

• 森林所有者向けのユニークな顧客体験の
創出に注力する

• 森林管理サービスの開発

• 顧客サービス向上のためのデジタル・
ソリューションの体制強化

43 |  © UPM

• 木材取引

• 森林管理

• パートナーシップ

サービス
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UPM ENERGY

低炭素社会の実現

• 競争力のある低排出発電ポートフォリオ

• 電力市場における豊富な実績

• 発電と消費の最適化における世界トップ
クラスの専門知識

• 脱炭素社会の実現

• ゼロ・カーボン発電における利益ある
成長

• 現代社会に向けたゼロカーボン電力

• 産業規模に合わせた電力消費の最適化

製品と用途

44 |  © UPM
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UPM RAFLATAC

化石原料に頼らない
スマートラベルの将来

• ブランドおよびプロモーション用の粘着ラベル
素材、情報ラベル、機能性ラベル

• 持続可能性と製品安全性のリーディングカンパ
ニー

• 特に高付加価値で持続可能な製品とソリュー
ションにおいて、将来を見据えたラベルソ
リューションの革新

• 優れた最終用途に関する洞察を備えた、地域密
着型のワールドクラスのサービス

• グローバルなカスタマーサービスと配送ネット
ワーク

• 家庭用およびパーソナルケア

• 食品・飲料用

• 医薬品用

• E-コマースと小売り

• 輸送、流通

• グラフィック用

最終用途

45 |  © UPM
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UPM SPECIALTY PAPERS

自然の特質を生かした製品

• 様々なアプリケーションで化石原料由来
の材料の代替になる、再生可能かつ再利
用可能な紙

• 高い責任基準を満たし、競争上の優位性
のある持続可能な製品

• 技術的に要求の厳しい紙に関する広範な
専門知識

• グローバルに拡がるカスタマーサービス

• 産業規模のソリューションの共同開発
• 包装材、食品用包装紙、工業用特殊

紙

• ラベル用紙、粘着ラベル原反

• テープ原紙、工業用工程紙

• 印刷用紙、コピー用紙、雑誌、
カタログ、広告

製品と用途

46 |  © UPM
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UPM COMMUNICATION PAPERS

紙の価値を高める

• 印刷用紙の長期的な取り組みと供給の信頼性

• 確かな品質とサービス

• 幅広いポートフォリオと最適化された生産体制

• 責任ある事業体制と追跡可能なサプライ
チェーン

• 的を絞った製品開発 • 新聞、雑誌

• カタログ

• DM、折込ちらし

• パンフレット、報告書

• ビジネスフォーム

• 書籍、取り扱い説明書

• コピー用紙

最終用途

47 |  © UPM



|  © UPM

UPM PLYWOOD

環境と責任

• 建設用や車両床材、LNG造船など各種

産業用途として使用される高品質の
WISA® 合板およびべニア製品

• 革新的な合板製品ソリューション

• 要求の厳しい最終用途セグメントにおけ
る先進的なサプライヤー

• 優れた顧客満足度と優れたオペレーショ
ンによる高い収益性と成長 • WISA® 表明加工された白樺とトウヒの合板製品

• WISA® べニア板

• UPM Grada® 熱形成可能な木質原材料を使用

• WISA® BioBond 接着剤

製品と技術革新
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UPM BIOREFINING – UPM BIOFUELS

クリーンエネルギーを
使った交通輸送

• 輸送用として、低排出で再生可能ディー
ゼルおよびナフサの生産

• 石油化学産業における化石原料に代わる
持続可能な木質代替品

• 持続可能な国際基準であるISCCおよび
RSBによる独自の認証を取得

• 将来の事業拡大の機会、2番目のバイオ
リファイナリー設備の基本設計段階、オ
ランダへの投資の可能性

UPM BioVerno ディーゼルおよびナ
フサ

• ディーゼルエンジン用のドロップ
イン燃料

• ガソリン用バイオコンポーネント

• 石油化学産業の化石原料代替品

テレピン精油

• バイオ基盤のアロマケミカル

ピッチ

• 化学産業用の燃料および原材料

製品と最終用途
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UPM BIOREFINING – UPM BIOCHEMICALS

バイオケミカルの新時代

• 再生可能グリコール、BioMEG および 
BioMPG は、さまざまな産業用途や日常消
費財に変換可能

• 再生可能な機能性フィラーは、性能を損な
うことなく、軽量でゴムおよびプラスチッ
ク用途の二酸化炭素排出量を大幅に削減

• ユニークで革新的な技術コンセプト

• UPMのリグニンは、すでに様々な産業分野
において使用されています

• 持続可能な認証済み原料

• 安定した拡張性の高いビジネスプラット
フォーム

• Glycols: ペットボトル、包装、繊
維、医薬品、除氷剤、複合材、
洗剤

• 再生可能な機能性フィラー:
カーボンブラックやシリカの代替
品として、タイヤやホースなどの
さまざまなゴム用途に使用

• リグニン: 樹脂製品、接着剤、高
分子発泡体、化学薬品

製品と最終用途
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UPM BIOREFINING – UPM BIOMEDICALS

医療の進歩
• 様々な用途に使用できる木質バイオメディカル

製品

• 主成分は白樺から抽出したナノセルロース

• 患者自身の細胞から治療法を開発する個別化
医療を目指します

• UPMのゲルは動物性因子を含まず、動物の DNA 
を患者に転移させません

• 2 つの応用分野: 臨床およびライフサイエンス

• GrowDex® は3D細胞培養および

その他の生物医学アプリケーショ
ンに最適

• GrowInk™ はバイオプリンティン
グにおいて、細胞から治療まで
様々な用途に役立ちます

• GrowDase™は生きた細胞をゲル
から取り出す酵素です

• FibDex® は治療を通して患者の治
癒を早めます

製品と最終用途
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UPM BIOREFINING – UPM BIOCOMPOSITES

トップクラスの品質

• 屋外建築や消費者向け製品の様々な用
途に使用される高品質の複合材料 

• 欧州産の消費者および産業廃棄物を含
むプラスチック系廃棄物を最大75%リ
サイクル

• 原材料はUPM独自の研究開発に基づい
ています。

• UPM Profi® 持続可能で高品質、メン

テナンスの要らない屋外使用の製品
UPM Formi® は射出成型および3D印刷

に適した様々な最終用途に使えるバイ
オベースの複合原材料

製品と最終用途
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